
●実施の概要●

メンバー会議 12回

イベント名 回数 実施日 参加者数 申　込 人数 大人 子ども

ＨＰ 4 1 3

ＦＡＸ 8 6 2

ＴＥＬ 4 4 0

9人 窓口 8 8 0

7人 口コミ 9 3 6

12人 33 22 11

2人

●参加者の声や様子●

子どもにもお茶の道具を扱わせて下さってありがとうございます。

とても楽しかったです。また参加したいと思います。

グループ力があって、みんなと仲良く出来てとてもよかったです。

お茶のことを知ることが出来たこと。おいしいお茶をいただけた。

お抹茶にがくなくてうれしかったです。お菓子のお作法も教われたらもっといいかな？

お茶ののみ方がしれたこと、おわんを何回回すかをしれて、できたので楽しかったです。

老若男女いろんな人と交流できて良かった。

お茶がおいしかった。お茶クイズ楽しかった

やり方をしって自分でできるというところが楽しかったです。

クイズがたのしかった。ストラップがもえらえてうれしかった。

おてらのクイズがたのしかった。

お茶はお作法等難しいと思っていましたが、お茶をすることでおもてなしや四季を楽しむ心を
生活に取り入れようと思いました。お寺も暖かく、居心地がよかったです。参加者同士の交流
も少しできました。

30～50歳代

60～70歳代

80歳代

お寺で学ぼう！
日本の文化！

1
1/26
（日）

10歳以下

目標

つながりがたくさんできれば、いろんな問題が解決できる。
寺子屋チームでは、みんなの居場所づくりのため、
【つながり資本】をつくる活動を行っていきます！

延べ　96人

30

アットホームな環境で、
教えや学びを通じて積極的な世代間交流を図ることで、
様々なつながりをつくっていきます！

法話と抹茶体験とてもよかったです。わかり易く説明して下さいました。禅体験等あれば出席
したいです。

男女や世代に偏らず、様々な人が参加している。
一歩踏み出したくても踏み出せない人も参加したいと思うような
きっかけをつくれている。

　活動の報告　こんな活動をして、こんな反応がありました

●報告書 プロジェクト名：寺子屋 記入者：ちーむT

趣旨

目的

みんなが集まるせいかの寺子屋

プロジェクトのセールスポイント
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　活動の評価　やってみてこんなことを思いました

これからに向けての課題

大変だったこと・反省す
るべきこと

手ごたえを感じたこと
・良かったこと

・イベント開催を通じて、メンバー
同士・参加者同士が楽しく交流する
ことができ、新たなつながりをつく
るきっかけ作りができた。
・地域に根差しているお寺で開催す
ることでき、開催場所の駐車場等の
設備も整っていた。
・年代問わず参加があり、子どもも
参加したことで和やかなムードに
なった。
・予算も参加費の範囲内で収めるこ
とができた。

・メンバーが仕事を抱えてお
り、打合せの回数の多さに加
え、集まる時間調整が難しかっ
た。
・イベント開催直前の参加人数
の増加に伴い、大幅な修正を
行った。事前に開催のルールを
明確にしておくべきだった。
・役割が若干偏ってしまった。
・若い人や男の子の参加率が低
かった。イベントに来ない人
（来れない人）に来てもらう工
夫が必要。

●今後プロジェクトをどのように継続していくか検討していく必要がある
　・イベントの開催頻度を最低でも年に1～2回はしていきたい。
　・同じ内容をやり続けるのか、講師を募集して実行していくのか検討していく必要がある。
　・他の場所探しも必要になってくる。
　・大がかりなものをするのであれば、補助金等も検討していく必要あり。

●役割の偏りがあった為、もっと参画者を増やしていきたい
　・日中仕事などで多忙なメンバーが多い為、より日中に動けるメンバーが必要。
　・高校の部活動や他のつながりを使い、コラボしていく。

●男女や世代に偏らず、様々な人が参加できる仕掛けが必要である
　・今回10～20代の参加がなかったため、各世代が一緒になってできる方法を考えていく必要がある。
　・子育て中の母子等に参加してもらいたい。
　・終わった後に各世代が交流できるよう時間を設けていく。

●プロジェクト活動の周知について検討していく
　・チラシ以外でPRできる仕掛けづくりが必要。
　・一歩踏み出せない人が参加したいと思わせる方法を検討していく。

気づいたこと・学んだこと

・お寺は特別な場所であり、開催
の中で、人とのつながりやその場
での在り方という場所の力もあっ
た。
・思っていたよりもお寺の方も住
民の方も交流や学びの場を求めら
れていた。
・参加にあたってのハードルを下
げたり、茶話会的な時間をとって
も良かった。
・参加者が協力的であり、意識が
高い人が多く、その場に参加され
た人が次のイベントの先生になり
得る可能性がある。
・次のイベント開催についての問
い合わせに対する窓口が必要。

伊藤幹雄（乾谷）、東光真仁（中）、東光里恵（中）、藤田雅（祝園西）、吉岡ゆか（光台）
永田直人（グットネス）、藤本俊之（企画調整課）、橋本みず穂（都市整備課）
中西順子（子育て支援課）、渋谷幾代(健康推進課）10名

メンバー（10名）

0

2

4
目標

計画

広報・ＰＲ

チームワーク

運営

評価（効果）

４：期待を上回った
３：期待通りであった
２：期待を少し下回った
１：期待をかなり下回った
０：不明
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メンバーの感想

仕事や普段の生活だけでは出会えない

人、できない体験ができた♪

みんなに逢えてよかった。

このチームでよかった。

今まで関わったことがなかった人

達と一緒にできてとっても楽し

かった。

チーム寺子屋最高！！

初対面の方と話し合って意見交

流ができ、貴重な体験になりま

した。とても楽しいプロジェクトで

した♪

初めて顔を合わせて繋がりができて、一

つの企画が実行できたことが良かったで

す！！

最初はどうなるかと思いましたが、とても

良いイベントができて良かったです。これ

からも細々と続けていきたいです。

お互い否定しないで進められたのがよ

かったのだと思います！！

年代関係なく、色々な方と交流

ができたので良かったです♪

皆で1つのイベントを作り上げる中でいろ

んな人とできて良かったです♪

寺子屋の可能性は、無限大！！

色んな世代との新たなつながりがで

きて嬉しいです♪

11

12



13


